
な
ご
や
通
信 

 第
四
十
号 

平
成
二
十
四
年
十
二
月 

日
本
会
議 

名
古
屋
支
部 

事
務
局 

０
５
２ 

― 

７
６
３ 

― 

４
５
８
８ 

 

報

告

・

椛

島

有

三

事

務

総

長

講

演

会 

去
る
十
月
二
十
七
日
、
日
本
会
議
事
務
総
長
、
椛
島
有
三
氏
の
講
演
会
が
名
古
屋
駅

西
の
Ｔ
Ｋ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
最
新
の
中
国
・

日
本
を
含
め
た
海
洋
地
図
を
参
加
者
全
員
に
配
布
さ
れ
、
い
か
に
中
国
が
用
意
周
到
に
、

且
つ
か
に
計
画
的
に
海
洋
侵
略
に
進
ん
で
い
る
か
を
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
一
同
、

具
体
的
な
地
図
で
の
説
明
に
何
度
も
頷
き
、
中
国
の
領
土
海
洋
侵
略
の
実
態
を
実
感
致

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
尖
閣
諸
島
防
衛
に
も
言
及
さ
れ
、「
今
後
は
、
中
国
が
必
ず
進

め
て
く
る
領
土
侵
略
と
の
我
慢
比
べ
の
戦
い
で
あ
る
。
更
に
実
効
支
配
と
し
て
、
灯
台

と
港
を
作
る
こ
と
が
、
今
後
の
日
本
の
確
固
た
る
意
思
表
示
、
ひ
い
て
は
憲
法
改
正
に

つ
な
が
る
道
で
す
。
」
と
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。
後
半
は
万
世
一
系(

男
系
男
子
の
重
要

性)

を
、
天
皇
陛
下
の
ご
親
拝
・
お
祀
り
か
ら
、
一
系
し
か
な
し
え
な
い
先
祖(

式
年
祭)

一
覧
を
示
さ
れ
、
ま
た
外
国
の
王
室
は
一
系
で
は
な
く
、
領
土
領
地
支
配
の
王
家
の
相

続
で
あ
る
こ
と
を
イ
ギ
リ
ス
王
家
の
例
で
説
明
さ
れ
、
今
後
の
女
性
宮
家
設
立
の
危
険

性
を
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
「
尖
閣
諸
島
の
実
効
支
配
の
強
化
を
求
め
る
議
員
署

名
」
の
依
頼
と
、
女
性
宮
家
創
設
の
作
為
的
な
政
府
の
「
論
点
整
理
」
の
説
明
と
、
今

後
の
こ
ち
ら
側
か
ら
の
早
急
な
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
依
頼
が
、
参
加
者
、
団
体
の

皆
様
に
あ
り
ま
し
た
。
二
時
間
余
り
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
し
た
が
、
日
本
が
置
か
れ
て
い

る
最
新
の
中
国
の
領
土
侵
略
の
実
態
と
今
後
の
運
動
の
方
向
性
を
提
起
頂
い
た
内
容

に
参
加
者
一
同
決
意
を
胸
に
帰
途
に
着
き
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
、
早
急
な
ご
依
頼
に

関
わ
ら
ず
運
営
の
お
手
伝
い
を
頂
い
た
多
く
の
皆
さ
ま
と
、
参
加
に
駆
け
付
け
頂
い
た

方
々
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
今
後
の
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
切
に
お
願

い
致
し
ま
す
。 

 
 
 

 
 

 

（
日
本
会
議
愛
知
県
本
部
理
事
長
・
森
藤
左
エ
門
） 

日

本

会

議

名

古

屋

市

会

議

員

連

盟

発

足

！ 

弊
会
名
古
屋
市
会
議
員
連
盟
が
、
発
足
致
し
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
藤
沢
会
長
は
じ
め
議
員
連
盟
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
指
導
的
立
場
で
お
力

添
え
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
左
記
に
会
員
名
を
記
し
ま
す
。 

 

会
長
・
藤
沢
忠
将 

副
会
長
・
山
本
久
樹 

幹
事
長
・
舟
橋
猛 

事
務
局
長
・
東
郷 

哲
也 

幹
事
・
岩
本
た
か
ひ
ろ 

う
さ
み
い
く
愛 

加
藤
修 

さ
い
と
う
実
咲 

玉 

置
真
悟 

中
里
高
之 

中
田
ち
づ
こ 

中
村
孝
太
郎 

成
田
た
か
ゆ
き 

堀
田
太 

規 

松
井
よ
し
の
り 

山
嵜
正
裕 

 

（
敬
称
略
・
所
属
会
派
省
略
・
幹
事
以
下
は
五
十
音
順
と
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
） 

街

頭

宣

伝

活

動

へ

の

参

加

の

お

願

い

！ 

春
日
井
支
部
と
西
春
日
井
支
部
は
合
同
で
、
主
に
木
曜
日
を
基
本
と
し
早
朝
若

し
く
は
夕
刻
に
名
鉄
犬
山
線
・
西
春
駅
前
に
て
「
尖
閣
諸
島
を
守
る
」
街
宣
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
是
非
ご
参
加
頂
き
お
力
添
え
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
詳
し
く
は
西
春
日
井
支
部
・
水
田
、
携
帯
０
７
０
―
５
６
４
７
―
５
１

３
９
迄
お
問
合
せ
下
さ
い
。 

パ

ブ

リ

ッ

ク

コ

メ

ン

ト

に

ご

協

力

を

！ 

弊
紙
、
本
十
二
月
号
、
先
月
十
一
月
号
と
に
「『
皇
室
制
度
に
関
す
る
有
識
者
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
踏
ま
え
た
論
点
整
理
』
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
関
す
る
チ
ラ
シ
」

が
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
は
、
行
政
が
政
策
、
制
度
等

を
決
定
す
る
際
に
、
公
衆
の
意
見
を
聞
い
て
、
そ
れ
を
考
慮
し
な
が
ら
最
終
決
定

を
行
う
仕
組
み
の
こ
と
で
す
。
国
民
が
行
政
に
対
し
て
意
見
を
表
明
す
る
手
続
き

な
の
で
す
が
、
こ
れ
は
我
々
の
意
見
が
数
的
多
数
を
占
め
る
こ
と
が
絶
対
に
必
要

で
す
。
会
員
の
皆
さ
ん
は
勿
論
で
す
が
、
知
人
縁
者
に
も
是
非
と
も
意
見
表
明
に

参
加
い
た
だ
く
よ
う
働
き
か
け
て
下
さ
い
。
締
切
り
・
十
二
月
十
日
。 

表
明
の
方
法
は
、
①
電
子
メ
ー
ル
（
Ｐ
Ｃ
、
携
帯
と
も
Ｏ
Ｋ
で
す
）
②
郵
送
（
官

製
は
が
き
）
③
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
三
つ
で
す
。
電
話
は
不
可
で
す
。 

チ
ラ
シ
を
読
ん
で
も
分
か
り
難
い
と
い
う
方
の
為
に
、
わ
か
り
や
す
い
説
明
が
で

き
る
解
説
員
を
、
左
記
、
二
名
を
設
け
ま
し
た
。
是
非
ご
利
用
下
さ
い
。 

多
数
が
勝
利
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

●
解
説
員
の
携
帯
電
話
番
号 

〈
話
し
中
、
留
守
電
中
な
ら
再
度
お
か
け
下
さ
い
。
ま
た
は
、
留
守
電
に
、「
お
名
前
、
電

話
番
号
と
と
も
に
『
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
件
』」
と
必
ず
録
音
を
入
れ
て
下
さ
い
） 

  
 
 
 
 

江
副
０
９
０
―
５
８
５
３
―
０
７
３
６ 

 
 
 
 
 

南
部
０
９
０
―
２
７
７
３
―
０
６
８
８ 

●
愛
知
県
護
国
神
社
清
掃
奉
仕
予
定 

毎
月
の
第
一
日
曜
で
す 

次
回
は
十
二
月
二
日
午
前
八
時
開
始
の
九
時
終
了
で
す
。
翌
年
一
月
六
日
、
二
月

三
日
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
軍
手
は
必
ず
ご
持
参
下
さ
い
。
ま
た
、
小
雨
な
ら

社
屋
の
木
枠
拭
き
掃
除
し
ま
す
の
で
雑
巾
を
持
参
下
さ
い
。
大
雨
は
中
止
に
な
り

ま
す
が
、
疑
わ
し
い
天
気
の
場
合
に
は
、
現
場
責
任
者
の
南
部
宛
、
お
電
話
く
だ

さ
い
〈
〇
九
〇
―
二
七
七
三
―
〇
六
八
八
〉。
次
回
が
今
年
最
後
の
ご
奉
仕
と
な
り

ま
す
。
奮
っ
て
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

●
「
日
本
の
息
吹
」
を
い
つ
も
ご
購
読
下
さ
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

引
き
続
き
ご
継
続
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 


